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NA Way マガジン では、読者のみなさんが

参加されるのをお待ちしている。この年に４

回発行される定期刊行物によって、ぜひ、

世界中の仲間たちと分かち合いをしていた

だきたい。回復するなかでの経験はもちろ

んのこと、NAのさまざまなことに関する意見

や、これからの課題などについても投稿を

お待ちしている。ただし、投稿された原稿は

どれもみな、ナルコティクス アノニマス ワー

ルド サービス社に所有権があるものとされ

る。購読の予約、編集に対する意見のほ

か、著作権など実務的なことでの相談は、

PO BOX 9999, Van Nuys, CA 91409-9099 に

お問い合わせください。 

 NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞ

れに自分で経験したことや自分なりの意見

を紹介する雑誌である。ここにはNA全体の

意見は表明されていない。そしてもちろん、

ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジン

またはナルコティクス アノニマス ワールド

サービス社によって支持されていると受け

取れるような記事も掲載されてはいない。ま

た、インターネットからNA Way マガジンを配

信することを希望する場合には、上記のアド

レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにe

メールをいただきたい。 

 NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 

ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナ

ル コ テ ィ ク ス  ア ノ ニ マ ス（Narcotics 

Anonymous）、この３つは、ナルコティクス ア

ノニマス ワールドサービス社のトレードマー

クとして商標登録されている。NA Way マガ
ジン は、ナルコティクス アノニマス ワールド

サ ー ビ ス 社（19737  Nordhoff  Place, 

Chatsworth, CA 91311）によって、年に４回発

行される。 

編集者から、ひとこと 
 私もかつて、新しいミーティングを始めたことがある。毎週、毎週、会場にひとり

で座っていると、このままだれも来やしないんじゃないかと不安だった。それがや

がてグループになり、もっと広い場所に移らざるをえないほどメンバーが増えた。

そうして時が移り変わるなか、ホームであるこのグループでミーティングのお終い

にみんなが手をつなぐ輪の中に、私は立っていた。大きなお腹を抱え、赤ん坊を

腕に抱き、そしていつのまにか足にまとわりつくようになった息子と一緒に、みん

なで祈りを唱えた。息子は、もう18歳。平安の祈りはもちろん、どこへ行けばアディ

クトが助けを見いだせるのかも知っている。 

 そのような月日を送る間に私が考えていたのは、歴史を作ることでも理想を追求

することでもない。私はNAのなかでひたすら現実を生きていた。こうして淡々と努

力を重ねることによって私たちの未来は築かれていき、ひいてはNAの未来を築く

のだ。やる気と献身、そして信じる心があれば、私たちは歩みだす。回復が必要と

されれば、どこであろうとNAメンバーは力を尽くす。NAの創設者
そうせつしゃ

たちのように、私

たちが共に取り組むことで変化やさまざまなアイディアが生まれ、それが「私たち

の未来像、私たちの将来」をつくりだしていき、世界中のNAが成長していくのだ。 

ド・J （エディター） 

 

 インターネット版のNA Way マガジン は、印刷されているものでは読めない内容

の特集記事がいくつか追加されたことによって、さらに充実したものになっている。

インターネット版の予約手続きは、www.naway.org にて受付。 

表紙： 背景になっている文章は、WSC2008年の参加者からWSC2010年の参加

者に宛てて書かれた手紙の抜粋。  
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今月号の掲載記事 

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載され

た記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問題

についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送ってい

ただきたい。250字以内にまとまっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載さ

れることになっている。お便りには、本名、現在使われている住所および電話番号

を明記することをお忘れなく。掲載される場合には、アノニマスでという希望がない

かぎり、ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いることになる。 

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメンバーがいることで存在する雑

誌であるため、英語、ペルシャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語

など、さまざまな言語で出版されている。そのような雑誌であるゆえの使命は、ひと

りひとりのメンバーに回復とサービスに関する情報を提供することであり、そこには

回復にまつわる喜びだけでなく、現在NAで問題となっていることや世界中のNAメン

バーのだれにとっても見過ごせないイベントなども取り上げている。編集スタッフは

このような使命に従い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとするさまざまな記

事を書いて、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、現在行われてい

るサービスやコンベンションに関する情報を提供することにも力を注いでいる。だ

が、これが定期的にメンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、「アディクトで

あっても、ドラッグを使うのをやめることはできるし、それによって使いたいという欲

求はなくなる。どのようなアディクトであろうと、新たに生きるすべがあるからだ」とい

うNAの回復のメッセージをたたえることにこそ力を注ぐ。 
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特集記事  

すべては、これから 
 私の名前は、ファイク。生まれはマケドニアだが、もう長いことロンドンに

住んでいる。クリーンになってからというもの、何度となくハイヤーパワーが

働くのを目の当たりにして厳粛
げんしゅく

な気持ちにさせられてきた。今回のことも、

そのひとつだ。 

 マケドニアには、家族や友人たちを訪ねるために定期的に帰っていること

もあって、つねづねNAのメッセージを運びたいと思っていた。まだNAができ

ていなかったからだが、実際には、自分がメッセージを運べるような機会は

まずありそうもなかった。そして昨年、私は回復するうえでちょっとした試練

のときを過ごしていたので、おもいきって旧ユーゴスラビアをゆっくり旅する

ことにした。まずは、クロアチア、セルビア、モンテネグロと、それぞれのNA

にいる仲間を訪ねていった。どれもみな誕生して間もないNAであるというだ

けでなく、私はある立場でその成長に最初からかかわってきた。 

 私はアドリア海にそって旅を進め、モンテネグロに着くと、そこのミーティン

グに出席した。ここにグループができたのは、ひとりのアディクトがNAの効

果について詳
く わ

しく書かれた本をもっていたことに端
たん

を発する。このアディクト

は解毒
げ ど く

治療
ち り ょ う

を終えたばかりであったが、その本を頼りにして、NAのことや

使わないで生きるすべがあるということを他のアディクトたちに伝えたの

だ。そして、とりあえずはメンバーの寝室や居間でミーティングが行わ

れ、しばらくそのようなかたちで続けていくうちに、現在のミーティン

グ場が見つかった。 

 そこにいる間、私はある家族のところに滞在していた。息子が

使っているアディクトで、両親はNAのことを知っていた。しかも母

親の方は、何人かのNAメンバーの助けを借りて親のグループを

つくり、みんなで息子や娘の薬物使用にきちんと向き合うためにNA

の12ステップを使っていた。この母親が、ステップ１をどうやって理解し

たか、そして無力さやハイヤーパワーなどの意味することがのみ込めるま

で、どのように怒り狂っていたかと、自ら語る話を聞いていると、なんとも

謙虚
けんきょ

な気持ちにさせられる。 

 それからひと月ほど旅して、私はマケドニアに着いた。ひとまず落ち

着いたところで、注射器交換所（註：国によっては、血液からうつる

病気を防ぐために、新しい注射器を無料で配る施設がある）にい

るアディクトたちを訪ねて行った。注射器交換所は３カ所あり、そ

れぞれマケドニア人、アルバニア人、ロマ・ジプシーによって利用

されている。このような場所で目にする光景は今さら驚くに値
あたい

し

ないとはいえ、なんとも薄
う す

ら寒いものだ。ここにいるアディクトたち

は、最前線からやって来たばかりのように見え、そのなかには10歳

か11歳にしてすでに立派なアディクトになっている子どもたちがいる。 

 私はどういう結果になるかわからないなりにも、この３カ所の注射器交

換所に通ってNAのメッセージを運び続けた。そのなかで何人かは聞く耳の

あるものがいて、NAのことをまったく知らなくても、私が自分たちと同じア

ディクトだということはわかってくれた。それでも、使うのをやめたいという願

いさえあれば自分たちもクリーンになれるということも、NAには会費がいら

ないということも、信じられないでいた。私は、NAメンバーたちがしているこ
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とをし続けた。つまり、ありのままにして、あきらめずに

ベストを尽くせるようにハイヤーパワーにゆだねていた

というわけだ。 

 そして、私がここにいる７日ほどの間に、みんなでミー

ティングを開こうということになった。2009年10月12日、

火曜の午前11：00、マケドニアで初めてのミーティング

が開かれた。出席したアディクトは、たったひとり。「あ

あ、やっぱりダメか」と思ったが、だからといってミーティ

ングをやめようとはしなかった。現実とはそういうものだ

し、こういう現実があってNAは続いていきたのだとわ

かっていたからだ。私たちはその日のうちに、木曜にも

う一度ミーティングを開く段取
だ ん ど

りをつけた。このミーティン

グには、6人やってきた。国家は、内戦の名残
な ご り

である宗

教線によって分断されてしまったが、ミーティングには境

界など存在しなかった。マケドニア人とアルバニア人が

席を並べて、使っているアディクトでなければわからな

い絶望感を分かち合っていた。こうなれば、もう大丈夫。

みんな、その部屋には何かが起こっているとわかったか

らだ。 

 それから残りあと3日というところで、翌日の金曜の夜

にもう一度ミーティングが開かれることになった。しか

し、この時点で、私は自分の話をし尽くしてしまってい

た。NAには私のほかにもクリーンになったアディクトが

いるのだから、その事実を、みんなに知ってもらいた

かった。そして、金曜のミーティングは例の注射器交換

所のオフィスで開かれたのだが、そこにあるコンピュータ

はVoIP（インターネット通信によってテレビ会議などがで

きる技術）が使えるようになっているではないか。よし！ 

これを使えば、ロンドンにいるNAの仲間をひとりつかま

えて、ここのミーティングで話してもらうことも不可能では

ないだろう。私は何人かに電話をし、eメールを何通か

送った。こうして、第１回目のテレビ ミーティングを行う

準備が整った。当日の夜、スコピエ（マケドニア共和

国）で開かれたミーティングには、NAの仲間が８人参

加していた。ロンドンから３人、ベオグラードから２人、

クロアチアから１人、さらにモンテネグロから１人。まっ

たく、すごいことになった。今こうして書いていても、う

なじの毛が逆立つ。 

 私たちは、火曜と金曜にミーティングをすることにし

た。インターネット経由でやってみて、どうなるか様子

をみることにしたのだ。それから2、3日して、私はロン

ドンに帰った。ロンドンで、ミーティングのスピーカーに

なってくれるメンバーを探
さが

し始めると、多くの仲間がこ

のグループに参加して私たちを応援してくれた。それ

以来、信じられない歩みがつづいている。本音
ほ ん ね

を言う

と、旧ユーゴの連中にこの歩みを続けていく気がある

のかどうか、心もとない感じがした。しかし、連中はミー

ティングに足を運び続けたし、使うのをやめようともが

いているアディクトたちのために本当に良くやってい

る。今では、英国、アムステルダム、デンマーク、アメリ

カ合衆国、モスクワ、ブルガリアのほか、クロアチア、

セルビア、モンテネグロからもアディクトが続々と名乗

りを上げ、回復のメッセージを運ぶことに参加してい

る。このようなアディクトの一部は孤立しているため、こ

こに参加することが仲間と出会う唯一の方法になって

いるのだ。 

 今は、みんなで、サラエボ（ボスニア）で今週（2010年

１月15日）開かれるコンベンションに行く準備を進めて

いるところだ。マケドニアのNAからも仲間が３人来るこ

とになっているが、連中は待ちきれないでいる。コンベ

ンションに向けてエネルギーが高まるばかりだ。戦争

によって荒れ果ててしまったこのサラエボという街で、

NAによってもたらされた回復を心から喜び分かち合う

ために、旧ユーゴスラビア共和国のあらゆる地域から

アディクトが集まって来るのだ。当日は、英国の仲間も

大勢来るうえ、ハンガリーの仲間も何人か来る。そして

ニューヨークからは、すごい仲間が２人もやって来る。

そのほかにも、コンベンションの費用をまかなえない新

しい仲間たちのために、みんなで募金をしたところ、10

人を超えるアディクトがコンベンションに参加できるだ

けの金額に達した。なにもかも、このナルコティクス ア

ノニマスという素晴らしい仲間の集まりがあってのこと

と感謝している。私たちはもう使うことができなくても、

Postscript 
追伸 
 クロアチアにはトローギルという美しい古都がある。そこで開かれ
たリカバリーミーティングに初めて出席したとき、同行した仲間の何

人かが完全に薬物を断つ
た つ

という考え方について話をした。ここのNA
は活動を初めて数年経っていたのだが、それでも、そのような考え
方があることを知ってメンバーたちはショックを受けていた。それか
ら３年半。かなり多くのメンバーがクリーンになり、トローギルのNA
は成長し続けている。そして昨年の８月、セルビアのベオグラードに
あるNAは初めてのコンベンションを開催し、私たちの多くが参加し

た。ここのNAもまた成長しつつあり、完全に薬物を断つ
た つ

ことでこのプ
ログラムを実践している。同じNAの仲間であるクロアチアのアディク
トたちが経験したことから学んでいるのだ。  

 



www.naway.org  5  

 

編
あ

み棒
ぼう

を動かし
う ご か し

、表
おもて

編
あ

、裏
う ら

編
あ

み、と編
あ

んでいく。それがすんだら祈りを捧げ、恨
う ら

みつらみ、恐怖や不安、自分のいいところなどを

書いていく。NAにつながって回復の道を歩んではきたけれど、振り返ればその間もずっと、わたしは欠点と不健康な人間関係と

いう回転
かいてん

扉
とびら

の中にいたのだ。それでもNAの12ステップに取り組んでいくうちに、わたしにも気づきがもたらされた。すべてが変わ

り、あらゆる面で自由になれるのだ。わたしはこれを境
さかい

に、スポンサー（わたしは「知恵袋」と呼んだりしている）の助けを借りなが

ら、母親との関係に重点を置いて４番目のステップに取り組んできた。だがこの期
ご

に及
およ

んでもなお、恐怖心によってあれこれ迷

いが生じてしまい、この不健康な関係を断ち切ることができないでいた。でも、その行き着く先には苦痛と失望感しかない。だか

ら、わたしはこうして歩み出すのだ。 

 まるで、学年が始まる前に本やノートやペンをそろえる新入生のようだが、わたしはこのステップにとりかかるために必要な道

具を一つ一つそろえていくことで、心の準備をした。そして、買ったばかりのごく普通の日記帳を取り出して、悩む。ママのことで

言うに言えない邪悪
じ ゃ あ く

な感情をびっちり書き込むには、これでも立派すぎるんじゃないかしら。でも、そう考えることでむしろ、この

日記帳には母のことを「包み込む」だけの品格があるのではないかという気がしてきた。わたしは、本棚から『ナルコティクス アノ

ニマスのステップワーキングガイド』をもって来ると、ペンを手にとる。自分のハイヤーパワーが現
あらわ

れるのを待ち、正直になる強さ

を与えてくださいと祈って、書き始めた。 

 そして、気づく。自分は変わることも、許すことも、受け入れることもできるのだ。こうやってはっきりしてしまうと、ショックを和ら

げるために一歩退
しりぞ

く必要があった。そのときになって、今回はまだ４番目のステップに取り組む準備ができていないと思った。そ

こで、スポンサーがよく言っている「頭を切り換えて、筋肉を動かす」ということについて考えた。そうか、今は筋肉を動かす時な

のだろう。わたしは車を走らせ、手芸店にいった。編
あ

み図を一枚、毛糸の束、編
あ

み棒を何本か手にして、作品のイメージをふくら

ませる。そして家に帰り、編
あ

みものにとりかかった。編
あ

み棒を動かし、表編
あ

、裏編
あ

み、と編
あ

んでいく。編
あ

み図に書かれているとおり

に一段一段編
あ

み進め、手が痛くなったところでやめる。そうやって中断する直前のほんのわずかの瞬間でしかなかったが、一段

編
あ

むごとに、このグリーンの毛糸玉が見事な作品になっていくのがわかった。作業の進み具合がみてとれるのだから、あとはす

てきなジャケットができることを考えていればよかった。絶対に、これを仕上げよう。そうすれば、自分の労働の結果を楽しめるの

だ。 

 そうして編
あ

み棒を動かし、表編
あ

、裏編
あ

み、と編
あ

んでいきながら、ママのことを考えた。恐怖や恨
う ら

みと分かちがたく生きてきたこれ

までの年月が、脳裏
の う り

をよぎる。さぁ、編
あ

みものを下において、書く作業に戻る時だ。ペンを動かしながら、編
あ

み物をするのと同じよ

うに仕上がりについて考えた。これまでずっと、本当にあまりにも長いあいだ秘めていたので、自分でも自覚できないでいた苦痛

や邪悪
じ ゃ あ く

な感情。そういうものから解き放たれて、自由になった姿を想像した。しかもよくよく考えれば、母を素直に受け入れること

ができるのは、なんとありがたいことだろう。わたしはペンを動かし、ひとつひとつの質問にきちんと取り組む。自由への扉は、正

直さのなかにあるとわかっていたからだ。苦痛や気づきがあまりにも大きくなりすぎたら、日記帳を閉じ、編
あ

みものを取り上げる。

こうして編
あ

み物をすることがはけ口になり、今回の4番目のステップではすべてがさらけ出されていく。どちらに取り組むかは、そ

のとき次第で決める。一組の編
あ

み棒とグリーンの毛糸玉の

横にはいつも、ブルーの模造
も ぞ う

革
かわ

の日記帳があった。こうし

てわたしは、母との関係だけでなく、自分のことや、自分の

行動の動機となるものについても気づきを重ねていった。

それによってわたしの目は開かれ、人生観まで変わってし

まったと言っても過言
か ご ん

ではない。 

 なにもかも、どこかでつながっている。その証拠に、今

回、母に関して心から正直な棚卸
たなおろし

をしながら、わたしは以

前にも増して、自分がひとりの母親としてなすべきことを自

覚するようになった。回復には、つねに発見がある。今回

も、わたしがひとりの娘としての役割に取り組むうちに、自

分のなかから母親であろうとする力が生まれ、それがわた

しと息子との間にあたたかいものを生み出していたのだ。

わたしは自分の抱える葛藤
か っ と う

がけっして自分だけのものでは

分かち合い  

編み物をして、書き物をする  
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ないことがわかった。それがわからな

いばかりに、息子にまで自分の葛藤
か っ と う

を

背負わせようとしていたのだ。10年近

い回復を経て、はじめて、わたしは手

放すことができた。 

 子育てというのは、これまで自分がし

たことのなかでも最もやっかいな仕事

のひとつだ。それはわたしの感情をゆ

り動かす。感謝してもらえるとはかぎら

ないし、いつだってこれでいいのかと

悩むからだ。わたしが編
あ

みものと書き

ものをしているかたわらには、つねに

息子がいる。その息子が、編
あ

みものを

教えてくれとせがむので、わたしたち

は寝るまでの間、いっしょに座ってテレ

ビを見ながら編
あ

みものをするのだ。わ

たしが自分の棚卸
たなおろし

と編
あ

みものに取り組

むのにあわせて、息子もとりつかれた

ようにひたすら初めての作品である帽

子に取り組んでいる。 

 この4番目のステップは、長年にわ

たって痛みを生じさせた物ごとから自

由になったということでは、わたし自身

に恵みをもたらした。だがそれは、自

分がついに母という人間を認めたとい

うことであり、母にとっても恵みなの

だ。しかも、それによって自分がもっと

思いやりのある良い母親になろうと努

力し、息子をあるがままに受け入れる

ことにもなったのだから、息子にとって

も恵みになった。そして、気づき、許

し、世界の見方が変わるものでもあっ

た。コットンの毛糸玉からはグリーンの

ジャケットができあがっている。息子は

初心者なりにもなんとか白と青の帽子

を編
あ

み上げた。スポンサーとスポン

シーとの関係も、信頼と愛がなければ

成立しないことがわかった。どれもみ

な、回復のなせる技にほかならない。

だから、なぜ自分がミーティングや

サービス委員会に出席するのかという

こともわかる。そうやって、わたしたち

は希望を伝え、自由になっていくのだ。 

ジェニー・D（アメリカ合衆国／カリフォ

ルニア） 

 

どうしてなの、パパ? 

 俺が使うようになったのは12歳のとき

だ。それから36年間、使っていた。ク

リーンになったのは、2006年の2月20

日。回復しようと思えばチャンスはいく

らでもあったが、変わるのはまっぴら

だった。俺の人生に起きたことなんて、

NAの仲間ならたいていが経験してるよ

うなことだ。それでも、アディクトが回復

に向かうために何が必要かとなれば、

まさに十人十色
じ ゅうに ん といろ

で、ひとりひとりちがう

とも言える。俺の場合は、悲惨
ひ さ ん

な出来

ごとが何度かあって、11歳の息子がこ

う言わざるをえなかったんだ。「パパ、

どうしてこんな目に合わなくちゃいけな

いの？」 

 俺は、使うのをやめてもっとましな父

親になる努力をしようと思った。それ

で、何でもいい、だれでもいいから、使

うのをやめさせてくれと祈ったんだが、

どんなに頑張っても使うのをやめるこ

とができなかった。そんなある日、息子

と二人で野球場に向かって歩いていた

ら、突然、酔っ払い運転の車が側道に

突っ込んできたんだ。かろうじて息子

は無事だったものの、俺はひかれし

まった。運転手は、俺の知り合いで、

使っているやつだった。ドラッグを分け

てやらなかったことに腹を立てていた

もんで、最初から俺をひくつもりだった

んだ。 

 俺の両足はグシャグシャだった。87

日間入院し、退院してからも一年間は

寝返りも打てず、痛み止めの薬を飲ん

で無駄
む だ

に過ごすことになった。その間

に18回も外科手術を受け、このままで

は左足をなくす恐れがあった。俺は処

方された痛み止めと交換で、常用して

いた薬物を手に入れていたから、体は

まったく回復しなかった。 

 モーテルで暮らしてクスリ漬けになり

ながらも、息子のために使うのをやめ

たいとは思っていた。そしてNAにつな

がり、足がどんなに痛もうと使うことは

なくなった。NAのミーティングに出るよ

うになってひと月ほど経ったころ、金が

払えなくても喜んで助けてくれようとす

る外科医が現
あらわ

れた。おかげで俺は足を

失わずにすんだが、医者からは、それ

も俺が使わないで生きてこそのことだ

から、助かったことを無駄
む だ

にするなと言

われた。俺は、息子とこの医者にもう

使わないと約束した。 

 そして、ある日曜。すでに夜が明けよ

うとしているのにパーティーの騒
さわ

ぎが

続いていて、息子は寝つけないでい

た。しかも、騒
さわ

いでいる連中がドアを

ノックして、俺にも参加しろと誘いかけ

てきた。それでも、俺は使わなかった。

俺は見上げる息子の目を見つめて、こ

の前のように祈りを唱えた。何でもい

い、だれでもいいから、「この薄汚
うすぎたな

い穴

ぐらのようなところから俺と息子を救い

出してくれ」 

 それから１時間もしないうちに、火事

があり、モーテルは焼けてなくなってし

まった。これでまた、ホームレスだ。一

応、救援
きゅうえん

機関
き か ん

から300ドルが支給さ

れ、別のひどいモーテルに3日間泊ま

れることになった。だが、先月は毎日

NAのミーティングに出ていたこともあっ

て、仲間のひとりが「二人とも、いっそ

のこと俺のところに来いよ」と言ってく

れた。それからは、毎日、この仲間と

いっしょにミーティングに出かけた。 

 この仲間のやっかいになっているあ

いだに、俺は最後の手術を受けた。も

ちろん、担当の外科医には、自分がア

ディクトであると伝えた。それでもこの

医者は、あくまでも外科手術を行うの

だから、病院で処方した鎮痛剤を点滴

で投与すると言って譲
ゆず

らなかった。そう

でないと、ショック状態に陥ると言うの

だ。俺はこの鎮痛剤と大格闘をした

が、それも3日後には何種類かの経口

の鎮痛剤によって解放された。 

 足にプレートとネジがいくつも埋め込

まれて、ひどく痛んだが、俺にはアディ

クションの怖さがわかっていた。だか

ら、受け入れるというNAの原理を実践
じっせん

することで、肉体的な痛みと折り合うこ

とを学んだんだ。自分がアディクトであ

るという事実を受け入れたのだから、

俺にはこの痛みをどうすることもできな

い。こういう現実をあるがままに受け入

れて無駄
む だ

な抵抗をしなくなると、痛みは

癒
いや

されていった。今では、そう長い距離

でなければ走れないこともない。痛み

なんて「たいしたことじゃない」からだ。 

 こうして俺の祈りはかなえられたし、

一瞬たりとも孤立
こ り つ

無援
む え ん

ではなくなった。

今では俺も、スポンサーとステップに

取り組むことによって、息子と自分につ

いてかなり多くのことを学んだ。ハイ

ヤーパワーについても学んだし、スピ

リチュアルであるためにはどうすれば

いいのかということについても学んだ。

息子は高校生になり、ついこのあいだ

は自主研究の課題で優等賞をもらった

し、学校では全科目で「A」を取ってい

る。俺は今でも例の仲間のところに

やっかいになっている。俺たちは本当

に仲の良い友人になったんだ。 

 これまでNAを支えてきてくれた仲間

たちには、お礼を言いたい。そのおか

げで、俺も回復できるんだからな。NA

がなかったら、心と体の痛みが癒
いや

され

ることもなかっただろう。息子は、「NA

があったから、ボクは父さんを失わず

にいられたんだ。本当にありがたいよ」

と言っている。俺もこれからずっと、こ

のNAという仲間の集まりのために尽く

していくつもりだ。 

デイヴィッド・G（アメリカが洲国／ノー

スカロライナ） 
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ハグも 
選択のひとつ  

 
 やぁ、はじめまして。僕はヘンリー・
C。1996年の2月1日にクリーンになっ

た。そして今年の2月には、14年に及
およ

ぶ回復を祝うことができた。それも、仲
間に助けられてのことだ。 
 僕は、NAのイベントやミーティングで
ハグをしないことにしているのだが、そ
ういう僕のことをわかってくれる仲間も
いる。とはいえ、これを書くのには１年
待つことになった。C型肝炎で治療を

受けていたため、思いやりと配慮
はいりょ

のあ

る観点
かんてん

から書けるようなスピリチュアル
な状態にはなっていなかったのだ。僕
は親友でもあるスポンサーと話し合
い、自分のハイヤーパワーにもうかが
いを立て、じっくりと時期を見はからう
ことにした。自分のハイヤーパワーと
意識的なふれあいをもったうえで、そこ
から明確なメッセージを感じ取れるよう

になるまで、いやというほど黙想
も く そ う

をし
た。すると、なんと先週の日曜に、ホー
ムグループで待ちに待ったメッセージ
が僕のところに届いたのだ。これでも
う、ハグをしないという僕の選択にまつ
わる思いと、僕がそれを選択のひとつ
に他ならないと思っている理由を話し
てもよいだろう。 

 あるところに、親戚
しんせき

のひとりから繰り

返し虐待
ぎゃくたい

されている子どもがいた。そ

の子は、自分が受けている虐待
ぎゃくたい

のこと
を口にするのが怖かった。その子の家

族は、その親戚
しんせき

の家をよく訪れていた
からで、そうやって行くと必ず、その

親戚
しんせき

の男は自分が虐待
ぎゃくたい

している子ど
もをやさしく抱きしめるのだった。その

子は拒否しようとしたが、両親は虐待
ぎゃくたい

のことを知らないので、ハグしてもらい
なさいと言い聞かせた。時は流れ、そ
の子は大人になって、NAのミーティン
グに参加するようになっていた。そこで
は、みんながその男性をハグしようとし
た。ハグに応じないと、なんだかんだと
言われたり聞かれたりした。その男性
はハグされることに対してまだ心の準
備ができていなかったのだから、断る
のは当然だし、ハグに応じないからと
いってそのことを問題にされるいわれ
はないのだ。 
 仲間であっても、みんながみんなお
互い身の上を知っているわけではな
い。僕は、この子のようなひどい目に

あったわけではないが、この男性と同
じ思いをしている。だれともハグしたが
らないでいると、「どうしたんだ？ 何で
ハグを嫌がるんだ？」と聞かれる。僕
は、そんなふうに誰かの身体にむやみ
に近づくことを、スピリチュアリティと結
びつけて考えることができない。ハグを

するときには、人の個人的な領域
りょういき

に踏
み込んでいるのだから、ハグしてもい
いかとか、ハグしてほしいとか、まず相

手に了解
りょうかい

を求めてしかるべきではない
のか。そんなことを、説明しなければな
らないというのが信じられなかった。そ
もそも、よるとさわるとハグするってい

うのがどうも嫌なんだ。そこで僕は考え
るようになった。ハグをするというのは
義務のひとつなのだろうか。僕は何か
間違ったことをしているのか。それとも
僕はNAの一員になっていないのか。 

 人との触れ合
ふ れ あ

いがスピリチュアルな
面で重要だということも、アディクトに

はもともと孤立
こ り つ

癖
へき

があることも、僕だっ
てわからないわけではない。リラプスし
ていたとき、僕は家の地下室に立てこ
もっていた。そこに仲間がひとりやって
きて、僕を地下室から連れ出してくれ
た。その仲間は、僕がもう助からない
かもしれないと思い、こうしてハグして

いてもいいかと尋
たず

ねた。まさにそのと
き、僕は自分が人間であり、必要とさ
れていて、価値のある存在だと感じ
た。 
 すでに述べたように、ホームのミー
ティングのあとで、僕はこれを書こうと
いう気にさせられた。ひとりの仲間が
ひどく苦しんでいたんだ。アディクショ
ン以外にもいろいろな病気があって、
どうすることもできないようだった。こう
なると、自分を傷つけかねないし、死
ぬこともある。僕はそれが怖かったの
で、ミーティングが終わってからこの仲
間とゆっくり話をした。それでも、この

仲間の動揺
ど う よ う

はおさまらなかった。そこ
で僕は、自分なりに思うところがあって
ハグをしないと決めてから一年以上に
なると話した。だが、言葉では伝えきれ
なかったため、ベーシックテキストを開
き、ハグを申し出ることについて書か
れた文章を読んで聞かせた。それは、
まさにスピリチュアルな瞬間だった。僕

はハグしてもいいかなと尋
たず

ね、この仲
間は「うん」と答えた。この仲間は泣き
ながらありがとうと言い、それを待つま
でもなく、僕の口からもありがとうという
言葉が出た。こうしてハグしたことが、
この仲間にも効果があるようにと願っ
てやまない。だって僕は、自分がそれ

で助かったのを知っているからだ。そし
て１週間後。僕は、この仲間が再出発
を祝っているのを目にした。 
  僕は、事あるごとにハグをする必要
などないとわかっている。だが、ハグが
好きで千回でもハグしたいというので
あれば、それもまた自由だ。僕は、ハ
グについても自分のハイヤーパワー
が決めることだと思っているので、その

時期を見計
み は か

らうことにする。 
   ヘンリー・C（カナダ／オンタリオ） 

 
かつてどうであって 

今どうであるか 
 

2009年10月4日。クスリなしの人生が
11年目を迎えた。しかも、あたしは感
謝している。 

 クスリに溺
おぼ

れていた頃のあたしは、最
後には死ぬことばかり考えていた。病
院やクリニックを転々とし、あちこちの
教会や治療師のところにも連れていか
れた。いろんな種類のセラピーも受け
てみた。それだけのことをしても、何ひ
とつ、あたしには効果がなかった。どう
してなのか、説明できない。なにしろ、
心からやめたいと願うことなど、あった
試しがなかったのだから。 
 クスリなしでどう生きればいいのかわ
からなかったし、クスリがないのにうま
くやっていくなんて想像もできなかっ
た。そんなあたしがちょっとでも使わな
いでいたことがあるとすれば、最初に

書いた援助
え ん じ ょ

機関
き か ん

のどれかにお世話に

なったからで、それだっていつも虚
むな

しく
てたまらなくなるばかりだった。 
 あたしはどうしようもなくシラケきって
いて、自分のことも、自分がしでかした
ことも、何もかもがどうでもよかった。こ
の世から消えてしまうことしか考えられ
なかったし、だからといって自殺する勇
気もなかったから、きっと使って死ぬん
だろうと思っていた。 
 それが、なぜかは説明できないけ
ど、ある日、あたしはやめたいと思っ
た。だから、あたしは神を信じる。だっ
て、あたしのように、死ぬか、さもなけ

ればクスリの奴隷
ど れ い

でいるか、そんなこ
としか望んでいなかった人間が、ある
日やめようと思い立ったのよ。神を信じ
ないでいられるわけがないじゃない。
なにしろこのろくでもない人生には終り
がないっていうのに、クスリがそんなに

長いあいだ効
き

かなくなっていたんだか
ら、さすがのあたしにもそれがどういう
ことかよくわかったのよね。そうなると、
残された道は２つしかなかった。クリー
ンになるか、もがき苦しんで死ぬか。
使うのをやめたいと願ったのは、その
ときだった。あたしは第一歩を踏み出
し、これで助かったと思った。 
 自分はもう使うことはできないし、助
けが必要なのだから抵抗をやめなくて
はいけない。このような事実を認める
のはすごく苦しかったけど、これまでの

「ドラッグがなくても、ハグがある」はスローガンであり、NAの文献の

一部ではない。ハグのことは、NAの文献の中でも何度か言及
げんきゅう

され
ている。それはハグの精神によってアディクトが助かることもあるか
らだ。そのような精神から生まれる行為は、要求されたり期待され

たりするものではない。 



8 The NA Way Magazine 

 

べきことをよく理解すること。そして回
復に必要な道具を手にして、つねにこ
の道具をしっかり使っていこうという意
欲をもつこと。 
 こういうことは、何であれ、自分が
やってみようと思っていることにも当て
はまる。ぼくの場合は、テニスで上達
すること。そのためにはまず、テニスを
やりたいという欲求がなくてはならな
い。テニスという競技についても、ルー
ルと型に関して基本的なことを理解す
る必要がある（たとえば、テニスコート
に引かれたラインの意味、ラケットの持
ち方、サーブの打ち方など）。練習もし
なくてはいけない。そこで重要なのは、
自分より上手な人たちとプレーすること
だ。これによって、ぼくは本気になって
頑張ろうとするし、全力でプレーしよう
と必死になるだろう。このような気持ち
になってプレーしていると、自分がこれ

まで使ったことのない能力が磨
みが

かれて
いく。たとえば、助けを求めることや指
示に従うことができるようになる。こうし
てテニスが上手くなるにつれて、もっと
上を目指して続けようと意欲的になっ
ていく。そしてまた、自分より未熟な人
たちとプレーすることも、まちがいなく

良い経験になる。忍耐
にんたい

が学べるだけで
なく、なんとか人の役に立ちたいと思う
ようになるので、「自分が手にしている
ものは、手放さないかぎり自分のもの
にはならない」という言葉を真の意味
で理解することができる。つまり、自分

がこれまで使ったことのない能力が磨
みが

かれるということでは、上手な人たちと
プレーするのと同じくらい重要なことな
のだ。 
 ぼくはこれまで、ホームグループを選
ぶといういたって簡単なことを、真剣に
考えてみようとはしなかった。これは、
自分の回復の度合いを決めるというこ

とでは、実に多方面に影響を及
およ

ぼしか
ねない選択になるのだ。ぼくは幸いに
して、これこそが自分の信じる回復だ
という状態をこの目で見てきたので、
自分なりにそのような回復の基準を設
けてきた。真実は、きわめて現実的な
やり方で語られるものだ。それによって
ぼくは、今こうして生きるうえで自分が

決めることについても、賢明
けんめい

な選択をし

たいと望むことについても、内省
ないせい

を重
ねることが多くなったのだ。 
ケビン・V（カナダ／オンタリオ） 

  
 
 

ような苦しさではなかった。この苦しみ

には大きな安堵感
あ ん ど か ん

があったのよ。 
 クリーンになってしばらくすると、あた
しもやっぱり生きたいと思うようになっ
た。自分がどういう生き方をしたいの
かということも、ゆっくりだけど徐々に
見えてきた。一日、一日、少しずつ、こ
れまでとの違いに気づくようになって
いった。みんなが、あたしは悪い人間
じゃない、病人なんだから回復できると
言ってくれた。そして、あたしには存在
する価値があるし、あたしを愛している
神がいるとも言われた。あたしは、本
当にろくでなしで落ちるところまで落ち
た人間だ。それでも、やはり神は愛し
てくれてただなんて、ふざけるにもほど
がある。でも本当のところ、あたしは何
もわかっちゃいなかったし、神とはそん
な健全なかかわりが持てる状態じゃな
かったけれど、心の奥底では神を信じ
ていたんだと思う。神はあたしを愛して
くれただけでなく、守ってくれてもいた。
だからこれからも、あたしが自分では
できなかったことを、あたしに代わって
やってくださるだろう。 
 とまぁ、あたしの過去と現在はそんな
ところ。NAには、あたしと同じような思
いをしてきて、あたしを信じて喜んで助
けようとしてくれる人たちがいる。神
は、あたしをそういう仲間の中におい
てくれた。NAとあたしたちみんながこ
の愛の神に見守られ、歩みをとめない
でいられたらいいなって思うわ。 
マリア・イザベル・G（ウルグアイ／モン
テビデオ） 

 
あのまなざし 

 私は、2000年の11月にNAを紹介さ
れた。この時点でもう、NA以外に助か
るすべがなくなっていたのに、自分なら
ぜったいにうまくやれると思っていた。
だから、NAにどどまりはしなかったが、
そのとき参加したミーティングには心に
ひっかかるものがあった。それは、そこ
に集まっているアディクトたちの目に
宿っていたものだ。安らぎと平安、ある
いは落ち着きと希望だろうか。私には
わからない。NAではごく当たり前のも
のになっている「あのまなざし」を説明
する言葉は、それ以来どうしても見つ
からなかった。 
 そ れ か ら ２ ヶ 月 後。私 は 当 時 の

婚約者
こ ん や く し ゃ

によって解毒
げ ど く

治療
ち り ょ う

の施設に入
れられてしまった。治療を終えてそこを
出ると、あのミーティングやNAで私の
心をとらえたものを探し求めた。市内
にあるいろいろなミーティングに足を運
んで、あのようなまなざしをしたメン
バーたちのそばにへばりついていた。
そうするうちに、その実像がつかめた。
この人たちはつねに協力を惜しまず、
自分たちのグループやリージョンの機
関で信頼されるしもべになっていたの

だ。そして特筆
と く ひ つ

すべきは、自分たちの
家族と交わした約束をきちんと守ろうと
していることだった。 
 NAにつながったばかりの私は、とに
かくできるかぎりサービスをして、この
人たちと接しているようにした。まず、

ホームグループで手を上げてはじめて
役割をやり、それ以降もNA全体のた
めにいろいろなサービスに関わること
に な っ た。そ の な か で も、ホ ー ム グ
ループのためにするサービスとイベン
トに関するサービスには、もっともやり
がいを感じている。また、回復という旅
の途中では、スポンサーが３人でき
た。３人とも、サービスについて多くの
ことを教えてくれ、ステップのことや人
生のことでも力になってくれた。 
 私は、できるだけ多くのミーティング
に足を運んではいるが、ひとりの市民
として生きることがおろそかにならない
ようにいつも心がけている。そうして回
復の道を歩みながら、2003年の５月に
は、自分のハイヤーパワーのはからい
で私にもっともふさわしい相手と結婚し
た。2006年の11月には故郷の大学で
学位を取った。さらに2007年の7月に
は、もうひとつのギフトとして、私は息

子を授
さず

かった。息子は今、これを書い
ている私の横にいて、おもちゃの車で
遊んでいる。というより、息子がいるか
ら、私はこうして文章を書いてみようと
いう気にさせられたのかもしれない。そ
して、ほんの少し前のことだ。息子は
遊んでいて、私はNA Wayの最新号を
読んでいた。その間に、私はバスルー
ムに行って、顔を洗った。すると、ちょう
ど24時間前まで、ほかの人たちの顔に
探し求めていたまなざしが鏡の中に
あったのだ。なるほど、そういうことか。

私が人生のあらゆる領域
りょういき

でNAの原理

を実践
じっせん

しながら、ステップをひとつひと
つ踏んでいく結果として「スピリチュア
ルな目覚め」を体験したのであれば、
そしてそのことを、もうひとりのアディク
トにメッセージとして運ぼうとしていれ
ば、私はかつて自分が夢に描いてい
たものをすべて手にするのだ。だが、
それはどれひとつをとっても、仲間の
おかげであり、仲間と分かち合うもの
だ。こうして私は、人生を別の視点から

眺
なが

める。そうなったらもう、私も「あのま
なざし」をしているのだ。 
シドニー・L（ブラジル／ジュンダイ） 

 
それぞれの選択 
それぞれの将来 

ぼくにとっての回復とは、賢明
けんめい

な選択
をして、なおかつ自分でそういう選択を
した理由がわかっているということに他
ならない。ホームグループの選択にし
ても、今のぼくには単にグループを選
ぶということ以上の意味を持つように
なった。ぼくは、ホームがあった方が便
利というだけで決めたわけではない。
グループのメンバーたちが重ねたク
リーンタイムがかなりの年数であったこ
とも、決める理由になった。 

 ぼくはようやく、実践
じっせん

と理論を両立さ
せるのが回復だと理解するようになっ
た。ぼくが回復をうわべだけのものに
終わらせないためには、次のようなこ
とが必要だと思っている。使うのをや
めたいと願い、回復のために自分がす
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どのグループも、自分たちのことは自分たちで決めて

いる。もちろん、グループの名前を決めることも例外

ではない。ここでは、回復への意欲をそそりそうな名

前のグループをいくつか紹介しよう。 

バナナ グループ クールエイド 

ク
ッ
キ
ー
ズ 

ア
ノ
ニ
マ
ス 
グ
ル
ー
プ 

カプチーノ グループ 

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ 

ク
ー
ル
ビ
ー
ン
ズ
グ
ル
ー
プ 

コールドターキー グループ 

バザール ベルセルク バナナズ グループ 

チェリーグループ 

カウチポテト 

グループ 

 

「神なら、笑い飛ばしてくれる」  

「スピリチャルな話をす

るのに、一週間かけて

おさらいしたんだ。なに

しろ、みんなから期待さ

れてるからね」 

 「そ ん な こ と よ

り、足 元 を 何 と

かしろよ！」 

 「教えてやる

べきかな？」 

 「・・・というわけで、

ボクは、自分に向け

られた神の意志が

わかったんだ」 

 「バカ言うな、や

めとけよ。せっか

く話がノってるん

だから」 

 「それにさ、あれっても

しかすると、神を身近

に感じるおまじないな

んじゃないのか？」 
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わたしたちがお互いに助
け合うのは、今に 

始まったことではない。 
NAは、そういう仲間の 

集まりなのだ。 
私たちの未来像 

カンボジアのＮＡ 
 カンボジアには、グループがひとつあ

り、首都プノンペンで週に3回ミーティン

グを開いている。ミーティングの出席者

は、毎回平均して８〜９人。メンバーの

うち３人はそれぞれ単独で、よそから

訪れる仲間の案内役をしている。メン

バーはほとんどがカンボジア人で、つ

ながって１年半から３年くらいしか経っ

ていない。治療を終えてミーティングに

参加するのだが、その多くが何か月か

すると来なくなってしまう。 

 サービス機構
きこう

もあるにはあるが、カン

ボジア全体でグループが１つしかない

ため、サービスをする委員会があるわ

けでもないし、イベントを主催したことも

ない。サービスを経験しているメンバー

が１人しかいないのだ。文献
ぶんけん

翻訳
ほんやく

につ

いても、今のところは何も考えてはい

ない。文献
ぶんけん

翻訳
ほんやく

にとりかかるとなれ

ば、カンボジア人でNAのプログラムの

ことをよく理解しているメンバーがいて

くれないことにはどうにもならないし、こ

ちらにはまだそのようなメンバーがい

ないからだ。だが、それ以前に、新しく

つながるメンバーのほとんどが文字を

読めないのだ。そういうこともあって、

これまで文献
ぶんけん

のことはあまりもちださ

す、口
くち

伝
つた

えでプログラムを理解してもら

う方法をとってきた。だが、こちらでは

今、古いメンバーが2人、カンボジアを

離れることになり、残る仲間たちがリラ

プスした。 

 2009年は、カンボジアの新しい仲間

たちにNAのメッセージを運ぶ努力をし

たことで、最良の年になった。それに

よってNAの考え方を実に多くの人々に

知ってもらうことができている。そういう

なかで、カンボジアのNAはなんとか

やっていこうと奮闘している。だからこ

そ、未来に希望がもてるのだ。それを

心の支えにして、私たちはこのNAとい

う仲間の集まりを続けていく。 

2010 年 2 月、ア ジ ア・パ シ フ ィ ッ ク・

フォーラム（アジア地域のサービス会

議、日本も参加している）に提出された

カンボジアのレポートより抜粋 

韓国のNA 
 韓国では、すでに2003年頃からNAミーティングが開かれるようになっていたもの

の、当時はまだ、ミーティングをきちんと続けていくことができなかったと報告されて

いる。2009年12月に世界中でNAWSのワークショップが開かれたことにより、韓国の

ソウルでは英語圏
えいごけん

のNAメンバーとの定期的な情報交換が再び行われるようになっ

た。現在は、ソウル、仁川、釜山と、韓国の三大都市で毎週ミーティングが開かれて

いる。どのミーティングにも、10人〜12人のメンバーが定期的に参加している。ここ

に掲載した写真は、釜山グループの一周年を記念して写されたものだ。私たちは、

こうして直接的な接触をもつことでドアが開かれていくことに興奮
こうふん

を禁じえない。これ

で、韓国のアディクトたちに翻訳
ほんやく

文献
ぶんけん

が届くようになるのだ。こちらでは今、情報伝

達と原稿の見直しや編集がやりやすくなるように、翻訳
ほんやく

者
しゃ

と校正
こうせい

者
しゃ

を見つける作業

を進めている。 

NAWSトランスレーション 最新情報 

私たちは、NAのメッセージを運ぶために心をひとつにする
ことで力が生まれることを知っている。 
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世界中で、それぞれの国や地域のサービス機関が 

NAのメッセージを運ぶために一生懸命努力している。 

みんなで一緒に取り組めば、 

私たちの未来像は現実のものになるのだ。 

私たちの将来 
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一週間のミーティング数  

全世界のエリア数 

WSCのリージョン出席数 

第30回ワールド サービス カンファレンスのために集まる 

 今回のWSC（ワールド サービス カンファレンス：NAの世界会

議）には、過去30回のなかで最も多くの国や地域のNAが集ま

る。このカンファレンスによって、リージョナル デリゲート（各

国、各リージョンの代表者）たちは、ワールドボード（ＮＡワー

ルドサービスの理事）ならびにNAWS（ＮＡワールドサービス）

のエグゼクティブ ディレクター（各部門の責任者）やヒューマン 

リソース パネルのメンバーたちと心をひとつにするのだ。そし

て今年は、114のリージョン（アメリカ以外では、国がひとつの

リージョンになっている。アメリカでは州などでリージョンになっ

ている）がカンファレンスの席に着き、さらに２つのリージョンを

ゲストに迎えることにもなっている。ゲストとなるのは、デン

マークとリトアニアだ。「同じNAであっても、言語や文化が異な

ればメンバーのあり様もさまざまである。カンファレンスでは、

それぞれのNAが必要とすることに応じた議論
ぎ ろ ん

を尽くすことによ

り、どうしたら世界中のNAグループに対して効果的
こ う か て き

なサービス

を提供できるかという問題に取り組む」（ガイド トゥ ワールド

サービス イン NA）このような目的で集まることから、これはき

わめて重要なイベントなのだ。NAメンバーやグループ、サービ

ス機関
き か ん

、カンファレンスの出席者は、WSC開催に到るまでの何

カ月かのあいだに何千時間も費やして、いくつもの資料や案

のひとつひとつに目を通し、話しあいを重ね、レポートにまとめ

て配布するという作業に当たる。そのようにして今回、この第

30回WSCに向けて提出されたリージョナル リポートでは、まさ

にNAならではという目を見張るような経験が共通して分かち

合われている。ここでは、その一部を２ページにわたって紹介

する。 

 リージョナル レポートで最もよくみられた課題は、NAメン

バーの関心を集めて、サービス活動に活発にかかわるように

なって（そのまま活動を続けて）もらうということであった。その

ためには、もう、「だれでもいいから、とりあえずやってもらう」と

いうことはしないと報告しているリージョンもあった。このリー

ジョンではむしろ、そのときに必要とされている仕事に、適任だ

と思える人を探す努力をしている。そしてまた、サービス機関
き か ん

に歴代の信頼されるしもべたちを招いているという報告もあっ

た。これは、助言を与える立場であったり、眠っているような

サービス委員会に活を入れる役目であったり、何らかのかた

ちでもう一度サービスに関わってもらうためである。このほか、

委員会にみられる知識のばらつきをなくすため、NAに長くいる

メンバーたちをサービス機関
き か ん

に招集し、それぞれがこれまでに

サービスで経験したことを伝えてもらうという報告もあった。 

 そして、いくつものリージョンがサービスをするメンバーの育

成に本腰を入れていると報告している。あるリージョンでは、

リージョンのミーティングをあくまでもリージョン運営をするメン

バー育成の場としてとらえ、そこで育った運営委員たちがGSR

（グループ代表）メンバーを育てるように促
うなが

している。運営委員

メンバーたちにはセッションプロファイルがあり、リージョンの

支援を受けてリージョンのエリア同士でワークショップが開催

されるようにする。その際に、エリアによっては毎回ASCミー

ティングのなかで30〜60分を育成に充てることもある。 

 リージョンの活動方法にはさまざまな変化や改善がみられ、

それによってこれまでよりうまくメッセージが運べるようになっ

ているリージョンもある。そして、情報
じょうほう

の公開と十分に話し

あった上で決めることを心がけることによって、リージョンの

多くが合意に基づく意思決定という方針に変わりつつある。

それ以外にもいくつかのリージョンから、サービス機構
き こ う

の改

革や方針と手順の再検討などを進めているという連絡を受

けた。そして、さまざまなサービス機関
き か ん

が、自分たちの組織

やグループ間での情報
じょうほう

伝達
でんたつ

を改善するために現実的な手段

を用いている。具体的には、フォローアップ リスト、リージョン

のウェブサイト、テレビ会議、eメールなどが役立つものとして

あげられている。 

 まさに、NAメンバーひとりひとりの回復が新しくつながった

仲間たちに分かち合われるように、WSCでも多くのリージョン

がそれぞれの経験を、NAが導入されて間もない国の代表た

ちに分かち合う。それが、同じ言語を話す遠い国のグループ

に対して、文献
ぶんけん

を寄贈
き ぞ う

するといった簡単なことや、あるいは

援助の手をさしのべるところまで深くかかわることになっても

おかしくない。このようなことによって、ミーティングが次々と

開かれていき、新しく生まれたNAが自分たちでリージョンを

結成できるようになるのだ。 

 NAに関する情報
じょうほう

を伝えるのは、情報
じょうほう

公開または広報
こ う ほ う

活動
かつどう

の面でも基本となる。あるリージョンでは、NA全体のイベント

や広報
こ う ほ う

のイベント用に、NAのことがひと目でわかるディスプ

レイ・ボードを管轄内
かんかつない

のエリアに提供している。また、プロ

フェッショナル カンファレンスに出席して文献
ぶんけん

を展示すること

で、世界に広がるNAという仲間の集まりにみられる多様性を

示すことができ、それによってNAに関する作り話や誤解をな

くす役に立ったという報告もいくつかある。ベーシックテキスト

第６版、若者、親または保護者向けのIP類、サービス関連パ

ンフレットである『イントロダクション トゥ NAミーティング』など

が情報
じょうほう

源として取りあげられたことで、NAについて「一般の

理解が深まった」のだ。 

 自分の話す言語でなじみのある表現になっているNAのメッ

セージを読めるようになれば、どの国のアディクトにもNAの

新しい生き方を自分のものにするチャンスがある。NA文献
ぶんけん

の翻訳
ほんやく

は、多大な労力、時間、資金を費やすものだが、この

分野での大きな成果を報告しているリージョンが少なくな

かった。IP（インフォーメーションパンフレット）類の翻訳
ほんやく

に着

手したばかりのところもあれば、ホワイトブックレットの翻訳
ほんやく

に

取り組んでいるところもあり、まだ本一冊全部を翻訳
ほんやく

するプ

ロジェクトを進めている最中のところもある。そして、あるリー

ジョンでは、言葉でなくでも人の心には届くということに気づ

き、先住民のメンバーたちを対象とするパンフレット第一号を

完成した。そこには、NAのメッセージを分かち合うために絵

や図形によるさまざまな表現が印刷されている。 
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ワールドサービスカンファレンス 

「ワールド サービス カンファレンスでは、世界中

のNAが２年ごとに毎回、同じ場所に同時に集ま

り、心をひとつにして経験と力と希望を分か

ち合うのだ」 

平均的なリージョンの諸経費 

 ＆リージョンに集まる献金＊＊ 

ウェブサイトがあるリージョン 

管轄内のエリアにフォンラインサービス

（電話によるサービス）があるリージョン  

フォンラインサービス

があるリージョンの数 サービスオフィスがある 

リージョン 

ＷＳＣでは コーヒーの 杯数 

指までしゃぶりたくなる、 

ドーナッツの数  

フルーツの量（ポンド）  

クリームチーズを塗った

ベーグル  

＊この２ページにある資料は、2010年のリージョナルレポートから抜粋されたものである。割合(％)、平均、合計などの数字は、106のリージョ

ナルレポートをもとに割り出されている(この内、100が出席リージョン)。＊＊ エリアやグループからリージョンに献金された額を反映。 
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サービス 

ジミー・KをはじめとするNA創設
そうせつ

のメン

バーたちは、「ナルコティクス アノニマス

の存続と成長を確実なものにするため

に，サービス機関をつくること」を検討し

た＊。こうしてまず創設
そうせつ

者たちが確固た

る意志をもって未来像を描き，それを受

け継ぐ者たちが力を尽くし，さらに私た

ちの代になっても努力を重ねることに

よって、NAは世界に広がる仲間のあつ

まりとして知られるようになったのだ。あ

るときは海辺の焚き火を囲み，またある

ときは公民館や教会の地下室、ホテル

の会議室にぎっしり並んだテーブルを

囲んで，世界中の仲間が集まってNAを

献身的に支えていく。そのようなイベン

トが最近も行われ，そのごく一部が今月

号で再現されている。 

 

＊いくつもの奇跡が起こり、 

「新しい基盤が築かれていく」 
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ホームグループ紹介 
 NAwayでは、さまざまなNAグループからミーティング会場の写真が送られてくるのをお

待ちしている。ミーティングの進行表や回復に関する文献、ポスター類、汚れたコーヒー

カップなど、そこが「仲間の居場所になっている」とわかるものであれば喜んで掲載させ

ていただく。ただし、集まっているメンバーがどこのだれとわかる写真はご遠慮いただき

たい。なお、写真には、グループの名称、所在地および国名はもちろん、グループがで

きてからどのくらい経つのか、ミーティングの形式はどうなっているか（スピーカーミーテ

イング、全員で分かち合うミーティング、その他）など、グループの紹介文を添えていた

だくようにお願いする。 

旗
はた

は、こっちのものだ  
 

 この写真は、ヒューストン地区にあるウッドラ

ンドズ ホームグループの会場で写したもの

だ。ウッドランドズ ホームグループは、ここで

毎週10回のミーティングを欠かさず開いてい

る。存続
そんぞく

年数は23年。ヒューストンで長くつづ

いているグループのなかで、3番目に古いグ

ループだ。ミーティングには毎回、平均して25

人のメンバーが出席している。 

 写真の左にあるのは、ホームグループの旗
はた

だ。ヒューストンでは、自分たちのグループの

旗
はた

をもっていても、よそのグループの旗
はた

を

「こっちのものにする」ことができる。だが、そ

の代わり、旗
はた

を奪ったグループは自分たちの

メンバーを5人、「旗
はた

をもっていかれた」グループ

のミーティングに送り込まなければならない。そ

して、ホームの旗
はた

を取り戻すためにはやはり自

分たちのメンバーを5人、奪ったグループのミー

ティングに送り込まなければならない。そこでも

し、10人のメンバーが行けばどうなるか。そのと

きはホームの旗
はた

を取り戻せるのはもちろん、相

手の旗
はた

もこっちのものになる！ 

 これは、ヒューストンの素晴らしい習慣になっ

ている。こうやって出張サービスをすることに

よって、メンバーたちはよそのグループに足を

伸ばすことが苦ではなくなるのだ。 

グレイ・M（アメリカが洲国／テキサス） 

15年目のグループ 
 
 ボクたちのグループは、グループ・リナシミエント（リバー

ス［再生］グループ）と呼ばれています。1994年10月19日に

発足し、チリのサンチャゴでは２番目のグループとして活動

を始めました。毎週、月、水、金の夜8:00にミーティングを開

いています。ミーティングの進め方は、メンバーがそれぞ

れ、かつてどうであって今どうであるかについて７〜８分ほ

ど分かち合うというものです。グループのメンバーは12人〜

15人ですが、ほとんど毎回のミーティングで新しい仲間がつ

ながっています。写真にあるミーティングの部屋は、この間

みんなでペンキ塗りをして、以前よりすっきりした感じになり

ました。 
 ボクたちのグループでは、新しくつながった仲間に、歓迎

のキータグと案内パンフレットを２部渡しています。そして、

クリーンタイムを祝うメンバーたちもやはり、キータグを受け

取り、自分が欲しいと思うIPを１部もらえることになっていま

す。 

クラウディオ・V（チリ／サンチャゴ） 
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